


��������	
������ �

�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

��

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

���
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�



�
�

　年度当初に町長が任期満了を迎えることから骨格予算として編成され、新規事業及び政策的経

費を除いた経費が計上されています。ただし、吉松小学校建設事業、下場土地区画整理事業など

の継続して実施していかなければならない事業や、経済対策、医療・福祉関連などで緊急を要す

る経費及び、執行時期の関係から住民生活に影響が懸念される経費については、その見込額が計

上されています。
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第１回
定例会
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一
般
会
計
は
総
額　

億
５

６９

２
８
９
万
円
で
前
年
度
に
比

べ　

％
の
減
額
。
今
年
は
年

１.１
度
初
め
に
町
長
が
任
期
満
了

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
骨
格
予

算
と
し
て
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
や
経
済
対
策
・
医
療
・

福
祉
な
ど
で
緊
急
を
要
す
る

経
費
な
ど
を
主
に
編
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
公
債

費
（
借
金
返
済
）
が　

％
と

１９.８

最
も
多
く
、
次
い
で
民
生
費

　

％
、
教
育
費　

％
、
衛
生

１６.９

１６.４

費　

％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

１４.２
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
の

２０

二
次
補
正
で
措
置
さ
れ
た
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
を
財
源
と
し
て　

年
２０

度
補
正
予
算
で　

年
度
計
上

２１

予
定
事
業
を
前
倒
し
し
て
措

置
し
て
お
り
、
自
主
財
源
が

乏
し
い
本
町
に
と
っ
て
、
財

源
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
総
額　

億
２９

５
４
４
４
万
円
で
前
年
度

と
比
較
し
、
国
民
健
康
保

険
事
業
は
、
老
人
保
健
拠

出
金
と
介
護
給
付
費
の
実

績
に
基
づ
き
増
額
。
老
人

保
健
事
業
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴

い
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
介
護

報
酬
改
定
及
び
利
用
増
に

よ
る
給
付
費
の
増
額
。
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
は
被

保
険
者
保
険
料
見
込
み
に

よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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１．１１６億２，４６９万円����

▲７９．７４，３１５万円����

８．７１１億３，９３７万円����

▲０．５１億４，７２１万円����
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▲５．９１億９，５３５万円�����

� ▲６．０１億９，５１８万円���

▲６１．７９，２４７万円�����

� ▲５３．４１億３，０３０万円���
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　定住促進を具体的に進めることと住宅等用地

の適正管理を行うため、現在取得している上場

地区と幸田地区の公営住宅等用地の造成工事費

を計上するものです。

�������������

　老朽化により維持改修の必要な栗野体育館を

整備し、地域住民の生涯健康づくり及び、スポ

ーツレクリエーション活動の拠点として、その

安全性を確保するものです。

�������������
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　福祉施設の充実を図るため、シルバーケアセ

ンター障害者用浴室を改修するものです。

������������
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　農道の交通の安全性向上を図るとともに，適

正な維持管理を行うため、工事費を計上するも

のです。
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　景気後退下での地域住民等の生活不安にきめ

細やかに対処するための緊急支援策として、定

額給付金交付金を計上するものです。

�������������	
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　総合交流施設の公園遊具等が老朽化している

ことから工事費を計上するものです。

������������
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　今定例会で上程された平成２０年度一般会計補正予算は、国の二次補正で措置された

地域活性化、生活対策臨時交付金を財源とした事業が主なものとなっています。
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栗野・吉松両中央公民館の使用料は旧町の料金体系を引
き継いだ徴収を行っているが、栗野中央公民館の使用料
金と同額の料金体系に統一を図るため、所要の改正を行
うもの

湧水町中央公民館の設置
及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制
定について

������

歳入歳出それぞれ２億９２万円を減額し、歳入歳出予算の
総額を７１億５百７６万５千円とするもの。

平成２０年度湧水町一般会
計補正予算（第６号）

������

歳入歳出それぞれ４千６百５７万３千円を追加し、歳入歳
出予算の総額を１６億３千９百２０万８千円とするもの。

平成２０年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第４号）

������

歳入歳出それぞれ４百７６万３千円を減額し、歳入歳出予
算の総額を２億３千４百１５万４千円とするもの。

平成２０年度湧水町老人保
健事業特別会計補正予算
（第４号）

������

歳入歳出それぞれ２５万８千円を減額し、歳入歳出予算の
総額を１０億８千１百２２万円とするもの。

平成２０年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第３号）

������

歳入歳出それぞれ１千７百８９万５千円を減額し、歳入歳
出予算の総額を１億３千１万８千円とするもの。

平成２０年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補
正予算（第１号）

������

工事費確定に伴う資産減耗費の固定資産除却と道路改良
工事に伴う配水管除却分の特別損失に係る増額補正

平成２０年度湧水町水道事業
会計補正予算（第４号）

������

歳入歳出予算の総額を、６９億５千２百８９万６千円とする
もの。

平成２１年度湧水町一般会
計予算

������

歳入歳出予算の総額を、１６億２千４百６９万８千円とする
もの。

平成２１年度湧水町国民健
康保険事業特別会計予算

������

歳入歳出予算の総額を４千３百１５万２千円とするもの。
平成２１年度湧水町老人保
健事業特別会計予算

������

歳入歳出予算の総額を１１億３千９百３７万６千円とするも
の。

平成２１年度湧水町介護保
険事業特別会計予算

������

歳入歳出予算の総額を１億４千７百２１万４千円とするも
の。

平成２１年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計予算

������

収益的収入及び支出では、収入額を１億９千５百３５万２
千円、支出額を１億９千５百１８万８千円とし、資本的収
入及び支出では、収入額を９千２百４７万２千円、支出額
１億３千３０万８千円とし、資本的収入額が資本的支出額
に対し不足する額、３千７百８３万６千円は過年度分損益
勘定留保資金、３千７百８３万６千円で補てんするもの。

平成２１年度湧水町水道事
業会計予算

������

国から交付される介護従事者処遇改善臨時特例交付金を
財源として基金を設置し、第４期介護保険事業計画内の
各年度に歳入として繰り入れ運用するため、条例を制定
しようとするもの

湧水町介護従事者処遇改
善臨時特例基金の設置及
び管理に関する条例の制
定について

������

歳入歳出それぞれ４億５千６百８０万６千円を追加し、歳
入歳出予算の総額を７５億６千２百５７万１千円とするもの。

平成２０年度湧水町一般会
計補正予算（第７号）

������

歳入歳出それぞれ６百５７万８千円を追加し、歳入歳出予
算の総額を１０億８千７百７９万８千円とするもの。

平成２０年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第４号）

������

歳入歳出それぞれ３百４５万４千円を追加し、歳入歳出予
算の総額を７５億６千６百２万５千円とするもの。

平成２０年度湧水町一般会
計補正予算（第８号）

������

当路線は道路勾配等の理由から少しの雨でも水溜りが生
じ、交通に支障をきたすため、抜本的改良工事をなし、
通行の安全と利便を確保して頂きたく関係住民の署名を
添え陳情する。
（陳情者）　中津川地区区長　小野　惟士
　　　　　　麓自治会長　　　北村　勝

町道麓清滝線の道路改良
に対する陳情書

�����

次の一般選挙から議員定数を１２名としたことに伴い、常
任委員会の数を現在の３委員会から２委員会に削減する
もの。

湧水町議会委員会条例の
一部を改正する条例の制
定について

�����
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当特別会計を廃止したため、監査委員の意見を付けて決
算の認定に付するもの。
平成２０年度の歳入歳出決算　歳入　　３百３３万５百３８円
　　　　　　　　　　　　　歳出　　３百３３万５百３８円
　　　　　　　　　　　　　差引　　０円

平成２０年度湧水町農林業
従事者労働災害共済事業
特別会計歳入歳出決算の
認定について

�����

現在の委員の任期が、平成２１年６月３０日付けで満了するこ
とから、新たに、湧水町中津川鶴永厚子氏を推薦するもの

人権擁護委員候補者の推
薦について

�����

昭和６１年度に設置した施設　サイロ　１基
が耐用年数を経過したため、上村地区畜産
振興会　代表　恒岡　誠氏に無償譲渡する
ことについて、議会の議決を求めるもの。

財産の無償譲渡について�����

昭和６３年度に設置した農機具保管庫の建物
　１棟　が耐用年数を経過したため、竹迫
第１共同利用農機具管理組合　代表　是枝
　昌文氏に無償譲渡することについて、議
会の議決を求めるもの。

財産の無償譲渡について�����

昭和５３年度及び昭和５５年度に設置した共同
作業所の土地２筆と建物１棟を、加治屋地
区共同利用組合　代表　丸山　正和氏に無
償貸付をしていたが、平成２１年３月３１日で
期間満了となるため、平成２１年４月１日か
ら５年間、引き続き同組合へ無償貸付する
ことについて、議会の議決を求めるもの

財産の無償貸付について�����

現在、湧水町くりの物産館振興会会長　小峯　稔氏を指
定管理者として指定し管理を行っているが、この指定の
期間が平成２１年３月３１日で満了することに伴い、指定の
期間を「平成２１年４月１日から平成２６年３月３１日まで」
の５年間として、再指定したいため、議会の議決を求め
るもの　

湧水町くりの物産館の管
理運営に関する指定管理
者の指定について

�����

一部事務組合の脱退及び加入等により規約の変更を行う
もの。

鹿児島県市町村総合事務
組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び鹿児
島県市町村総合事務組合
規約の変更について

�����

姶良伊佐環境保全センター管理組合が解散することに伴
い、同日から、鹿児島県市町村総合事務組合を脱退する
ことに伴う財産処分について関係地方公共団体と協議し
たいので、議会の議決を求めるもの

鹿児島県市町村総合事務
組合の財産処分について

�����

構成市町の議会議員の中から選出される組合議員を各市
町５人から４人に改め、また、建設費に係る負担金につ
いては、その総額の１００分の２５を平等割、残る１００分の７５
を人口割とすること、運営費に係る負担金については、
その総額の１００分の２０を平等割、１００分の４０を人口割、残
る１００分の４０を収集実績割に改めるもの

伊佐北姶良環境管理組合
規約の変更について

�����

湧水町土地開発公社の成立等に伴い、所要の改正を行う
もの。

湧水町情報公開条例及び
湧水町個人情報保護条例
の一部を改正する条例の
制定について

�����

法施行令等の一部改正及び第４期介護保険事業計画の策
定に伴い、平成２１年度からの介護保険料率を改定する必
要があるため、所要の改正を行うもの。
保険料の基準額３，４００円
　　　　　　　　↓
　　　　　　　３，８００円に

湧水町介護保険条例の一
部を改正する条例の制定
について

�����
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一 般 質 問

２
年
前
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
地
場
産

業
及
び
商
店
街
活
性
化
を
前

提
と
す
る
も
の
で
、
町
内
共

通
商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と

に
よ
り
住
民
へ
の
生
活
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者

流
出
防
止
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
併
せ
て
本
町
の
商
工
業

の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
地
域
振
興
券
事
業

を
提
案
し
た
が
、
町
と
し
て

の
事
業
及
び
補
助
金
投
入
は

考
え
て
い
な
い
と
い
う
答
弁

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後

に
お
い
て
自
治
体
の
財
政
力

格
差
な
ど
の
事
情
が
あ
る
も

の
の
、
他
市
町
村
で
は
多
く

の
導
入
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
本
町

に
お
い
て
そ
の
後
の
考
え
方

に
変
化
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

前
回
答
弁
い
た
し
ま

し
た
よ
う
に
、
町
補

助
金
投
入
で
は
な
く
、
商
工

会
と
行
政
が
連
携
を
密
に
し

て
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
支
援

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

年
に
１
度
と
い
わ

１００れ
る
経
済
不
況
の
中

に
あ
っ
て
住
民
の
生
活
も
決

し
て
楽
で
は
な
い
。
国
で
も

そ
の
対
策
と
し
て
定
額
給
付

金
支
給
を
実
現
化
さ
せ
て
い

る
状
況
下
に
お
い
て
、
本
町

で
も
こ
れ
を
機
会
に
町
独
自

の
プ
レ
ミ
ア
特
典
付（
１
万

円
券
で
１
万
１
千
円
分
買
い

物
で
き
る
）
の
地
域
振
興
券

事
業
を
導
入
す
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
新
年
度
を
迎
え
、
入
学

や
進
学
、
進
級
、
新
社
会
人

と
資
金
が
特
に
必
要
な
時
期

で
も
あ
り
、
住
民
へ
の
生
活

支
援
や
、
今
回
の
給
付
金
が

町
外
へ
流
出
し
な
い
こ
と
に

よ
る
域
内
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。
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ここが

聞きたい！
ここがここが

聞きたい！聞きたい！

ここが

聞きたい！ 議員３名議員３名

地
域
振
興
券
事
業
は

効
果
の
あ
る
事
業
と

も
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
町
と
し
ま
し
て
は
財
源

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

定
額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た

場
合
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
地

元
で
の
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
啓
発
チ
ラ
シ
の

配
布
を
考
え
て
お
り
、
振
興

券
発
行
事
業
を
導
入
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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中
津
川
公
民
館
は
、

会
議
等
の
他
、
町
内

外
者
の
宿
泊
所
と
し
て
年
間

約
２
千
名
が
利
用
す
る
。

　

県
北
部
豪
雨
災
害
で
浸
水

被
害
を
被
っ
た
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
は
未
充
足
で
あ
り
、
充

足
予
定
を
伺
う
。

畳
、
障
子
、
座
卓
等

の
公
民
館
活
動
に
必

要
な
物
品
は
充
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
備
品
は
旧
町
の

均
衡
等
に
配
慮
し
、
充
足
す

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
公
民
館
の
視
聴
覚

教
材
、
娯
楽
用
備
品

の
充
足
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

充
足
に
は
多
く
の
費

用
を
必
要
と
す
る
た

め
、
中
央
公
民
館
の
貸
出
用

備
品
を
活
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

同
施
設
は
炊
事
場
が

狭
く
、
安
全
管
理
上

も
問
題
が
あ
り
拡
張
を
望
む

が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

要
望
が
未
提
出
の
た

め
現
時
点
で
検
討
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
要
望
に

よ
り
改
修
す
る
か
検
討
し
ま

す
。

か
つ
て
防
衛
関
係
に

携
わ
っ
た
者
と
し
て

本
町
の
財
政
に
少
し
で
も
寄

与
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
か

ら
、
議
員
活
動
の
最
後
の
機

会
を
活
用
し
、
以
下
の
提
案

を
す
る
。

�
射
撃
音
等
騒
音
を
伴
う
戦

闘
訓
練
の
禁
止
を
条
件
に
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
原
野
を

防
衛
省
に
借
り
上
げ
て
貰
い
、

有
効
活
用
す
る
。

�
不
要
決
定
さ
れ
た
航
空
機
、

戦
車
等
を
展
示
用
と
し
て
取

得
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
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繋
げ
る
。

�
吉
松
イ
ン
タ
ー
の
開
設
で
、

防
衛
省
も
利
便
性
と
経
済
性

の
恩
恵
を
受
け
る
の
で
、
取

付
道
施
工
工
事
を
防
衛
施
設

周
辺
整
備
事
業
と
し
て
要
望

し
、
財
政
効
果
に
繋
げ
る
。

以
上
三
つ
の
提
案
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

展
示
用
と
し
て
ジ
ェ

ッ
ト
機
、
戦
車
等
の

取
得
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
の
開
設

に
つ
い
て
も
、
法
務
省
、
防

衛
省
の
協
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。

　

更
に
、
旧
両
町
含
め
て
、

今
日
ま
で
防
衛
関
連
で
、
全

体
事
業
費
約
三
十
億
円
の
事

業
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
源
的
に
乏
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
に
あ

る
国
の
関
係
機
関
と
お
互
い

の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
、

双
方
の
協
力
体
制
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
、
湧
水
町
の
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
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初
代
町
長
選
立
候
補

時
の
政
策
目
標
達
成

度
を
伺
う
。

合
併
時
に
策
定
し
た

「
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
及
び
「
第
一
次
湧
水

町
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ

き
町
づ
く
り
を
進
め
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
、　

年
の
水
害
に
よ
る

１７

１８

災
害
対
策
に
追
わ
れ
、
目
標

と
し
た
合
併
後
の
町
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
が
思
う
よ
う

に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
町
民
個
々
の
生
活
に

資
す
る
よ
う
な
事
業
に
つ
い

て
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

今
後
の
湧
水
町
の
大

き
な
課
題
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

安
心
・
安
全
な
町
づ

く
り
を
基
本
に
、
防

災
対
策
・
川
内
川
の
改
修
を

促
進
し
、
鉄
道
、
高
速
道
路

等
の
交
通
の
利
便
性
、
立
地

条
件
及
び
地
域
資
源
で
あ
る

丸
池
湧
水
、
竹
中
湧
水
等
を

活
か
し
な
が
ら
、
県
境
を
越

え
た
広
域
連
携
を
深
め
、
県

北
部
及
び
中
山
間
地
域
の
核

と
な
る
よ
う
、
道
州
制
等
も

視
野
に
い
れ
な
が
ら
本
町
の

振
興
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

��������	
�����

高
齢
化
社
会
の
ゴ
ミ

収
集
の
あ
り
方
を
伺

う
。

利
便
性
を
考
慮
し
た

収
集
所
の
統
廃
合
、

移
転
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

に
は
、
共
生
・
共
働
の
地
域

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
、
そ
の
推
進
指
導

を
行
い
ま
す
。

健
康
増
進
施
策
の
展

開
と
住
民
意
識
の
向

上
を
伺
う
。

取
り
組
み
２
年
目
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
評
価
の
た
め
の

調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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次
の
一
般
選
挙

（
平
成　

年
４
月
）

２１

よ
り
議
員
定
数
が　
１８

名
か
ら　

名
に
改
め

１２

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
で
は
、
定
数

削
減
に
伴
う
常
任
委

員
会
の
構
成
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
現

在
の
３
委
員
会
を
２

委
員
会
へ
改
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
定
例

会
に
お
い
て
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
議
員
発
議

が
な
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
委
員
会
の
名
称

及
び
所
管
は
以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。
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議会、総務課、財政課、企画課、税務課、会計課、

選挙管理委員会、監査委員及び教育委員会の所管に

属する事項並びに他の委員会の所管に属さない事項

６　人総務常任委員会

住民課、福祉課、保健衛生課、農林課、商工観光課、

建設課、都市計画課、水道課及び農業委員会の所管

に属する事項

６　人経済常任委員会

※平成２１年４月２４日から適用

���������	
������
�����

�����������	�
�

�������������	

　町道麓清滝線は道路勾配等の理由から少しの雨でも水溜りが生じ，交通
に支障をきたすため，当路線の抜本的改良工事をなし，通行の安全と利便
を確保して頂きたく，関係住民の署名を添えて陳情する。

・優先順位からすると，町内にはまだ他にも整備を必要

とする路線が多く見受けられる。

・現在の財政状況を勘案すると，この路線の抜本的改修

工事というのは難しい状況にある。

・他の道路整備計画等との調整を図りながら実施する必

要がある。
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長谷上４山口　忠人四ツ枝後２境田　公明

竹迫５宮里　廣昭宮前２池上　滝一

上川添５森山マスミ桜ケ岡３綾織まち子

老谷西５西牟田徹也上矢立３福島　勝男

陣前５篠原三千人牛瀬戸３上水流　功

広田５橋口　昌博坂元４仮屋　良二
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